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５月８日（火）１５：００～１６：３０　第１０回　検数労連１８春闘交渉


全日検：現回答をもって収拾に


　　　　　向けた機関手続きに入


　　　　　る旨を表明。


























日検協会：努力の証を見せよ！


再修正を強く求める！





【全日検　最終回答】（抜粋）


１．２０１８年３月３１日在籍者の２０１８年４月１日以降の賃金を次により引き上げる。


（１）定期昇給　１，２００円


（２）一律


　①５６才未満者　本給一律１，９００円


　②５６才以上者　本給一律１，５００円


（３）職務経験加算


　①１０年未満５００円、１５年未満１，５００円


　　１５年以上２，５００円。但し、勤務期間は、勤務年数（１ヶ月未満は切捨）から控除する。


（４）その他身分については、支部で決定する。


（５）『定期昇給の減額又は停止』及び『休職・復職等の取扱』は従来通りとする。


２．見習職員（１８歳高卒）の初任給を１６３，０００円から１６６，０００円に改定する。


３．２０１８年度時間外基礎分母１５８時間を１５６時間とする。


４．実施日：２０１８年４月１日より実施する。


以上





















































　５月８日（火）第１０回検数労連春闘交渉で、組合は両協会に対し、修正回答の提示を求めました。


【日検協会】


　前回の交渉で修正回答の要求を受け、再度、検討したが、これ以上の修正回答は困難としか言えない。


　協会を取り巻く環境はこれまでも縷々説明してきた通り、山積する課題が多数ある中で、現回答をもって判断していただきたい。


【全日検】


　１８春闘の回答額は全国平


































































































については、早期実現に向けて精力的に協議すること。とりわけ、港労法の全港・全職種の項目については、検数労連の協議課題と位置付けて協議を進めること。


【全日検に対し】


　額的に昨年比を下回っており、不満である。


　２年連続で時間外基礎分母を２ポイント前進させたことは評価する。


　見習職員の初任本給の改定は評価する。


　現回答をもって機関手続きに入ることを表明する。


【日検協会に対し】


　職場が一丸となって仕事に取り組める環境作りが不可欠であり、改めて賃金引上げに対する努力の証を求める。


　賃金引上げについては、要求に沿った『一律部分』の引上げを求める。


　１０回の交渉を重ねてテンポがズレることは不本意であるが、日検協会には更なる努力を求める。


　全国港湾春闘総括会議があることや、マスコミからの問い合わせがあるので、それらを踏まえた対応を求める。




































































次回交渉：５月１１日（金）１４：００～第１１回　検数労連１８春闘交渉


※全日検関係については、５月１１日（金）１２時までに中闘見解に対する意見を求める。


日検関係については再度、修正を求めているため、引き続き闘争体制を維持せよ！








均で４，２２７円だが時間外基礎分母２ポイント前進、企業内諸課題の改善等を入れたら港湾相場を超える平均額になる。原資配分をどこに重視すべきかとの事もあるが、現回答で理解願いたい。





【組合主張】


　組合は休憩をはさみ、両協会の主張を検討し、次の通り主張を行いました。


【両協会に対して】


　産別協定履行（時間外分母、週休２日制、６５歳定年制、港労法の全港・全職種）



















































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 


